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管理型産業廃棄物最終処分量の将来予測 

1  将来予測の手順 

将来予測の手順を以下に示す。 

将来予測は、エコサイクルセンターの埋立実績値に基づき実施する。 

 

①利用者の見込量（増減率）の設定 

エコサイクルセンターの利用者を対象としたアンケート調査から把握した今後の利

用者の見込量（増減率）を設定する。なお、アンケート調査では、平成 27 年度の産業

廃棄物排出量を基準に、平成 32 年度、平成 37 年度、平成 42 年度の見込量を得ている。 

 

②利用者の見込量を考慮した将来予測 

エコサイクルセンターの平成 27 年度の受入実績値に①利用者の見込量の設定で算

出した増減率を乗ずることで、利用者の見込量を考慮した将来予測値を算出する。 

 

③変動要因（その１）の設定 

管理型産業廃棄物の最終処分量において今後変動が想定される品目について調査し、

増加又は減少量を設定する。変動要因の対象は「燃え殻」、「鉱さい」、「廃石膏ボ

ード」とする。また、第３期高知県産業振興計画の取組による産業廃棄物の排出量へ

の影響も考慮する。 

 

④変動要因（その１）を考慮した将来予測 

②利用者の見込量を考慮した将来予測結果に、③変動要因（その１）の設定で算出

した増減量を考慮した将来予測値を算出する。 

 

⑤その他の変動要因の設定 

その他の変動要因として、エコサイクルセンターの延命化策の効果、関連法改正等

による最終処分量の増減、リサイクル技術の動向、災害廃棄物発生量の反映の要否に

ついて検討し、増加又は減少量を設定する。 

 

⑥最終将来予測値 

④変動要因（その１）を考慮した将来予測結果に、⑤その他の変動要因の設定で算

出した増減量を考慮した将来予測値を算出する。 

 

なお、⑤、⑥は第３回、４回委員会で報告を行う予定である。 
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2  利用者の見込量を考慮した将来予測 

2.1  利用者の見込量の設定 

平成 28 年 7 月にエコサイクルセンターの利用者を対象としたアンケート調査を実

施した。 

アンケート調査はエコサイクルセンター利用者 172 社に送付し、77 社（約 45％）

から回答を得ている。回答があった 77 社のエコサイクルセンターへの排出量は、埋

立て実績（平成 23 年 10 月～平成 28 年 3 月）の約 92％を占めている。 

アンケート調査においては、平成 27 年度を基準とし、平成 32 年度、平成 37 年度、

平成 42 年度における産業廃棄物の見込量を得ている。その結果は表 2-1（1）に示

すとおりである。また、平成 27 年度を 100 とした場合の増減率を算出した結果は表 

2-1（2）に示すとおりである。 

燃え殻、ばいじん、鉱さい、廃石綿等、建設混合廃棄物については増加傾向、汚

泥については減少傾向、廃石膏ボードはほぼ横ばいで推移すると見込まれる。 

見込量の増減率の詳細については資料２を参照。 

 

表 2-1（1）利用者の今後の見込量（重量） 

[t/年] 

 
平成 27 年度 平成 32 年度 平成 37 年度 平成 42 年度 

燃え殻 2,777 2,948 2,943 2,953 

ばいじん 340 401 401 401 

汚泥 1,314 1,084 1,084 1,084 

鉱さい 4,522 5,083 5,083 5,103 

廃石綿等 15 18 20 22 

廃石膏ボード 4,272 4,303 4,259 4,261 

建設混合廃棄物 1,071 1,161 1,190 1,224 

合計 14,311 14,998 14,980 15,048 
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表 2-1（2）利用者の今後の見込量（増減率） 

 
平成 27 年度 平成 32 年度 平成 37 年度 平成 42 年度 

燃え殻 100 106 106 106 

ばいじん 100 118 118 118 

汚泥 100 82 82 82 

鉱さい 100 112 112 113 

廃石綿等 100 120 133 147 

廃石膏ボード 100 101 100 100 

建設混合廃棄物 100 108 111 114 

合計 100 105 105 105 

 

2.2  利用者の見込量を考慮した将来予測結果 

利用者の見込量を考慮した将来予測値は、エコサイクルセンターの平成 27 年度の

受入実績値を基準とし、その値に利用者の今後の見込量の増減率を乗ずることで算

出する。 

なお、利用者の今後の見込量は 5 年毎に回答を得ているため、その間の期間につ

いては一次傾向線（一次方程式による直線）で推移するものと仮定して将来予測を

行った。 

燃え殻（一般）については、利用者の今後の見込量を反映できないことから、平

成 27 年度の値で推移することを想定した。 

将来予測を行った結果は、表 2-2（1）～（2）に示すとおりである。 

 

表 2-2（1）利用者の見込量を考慮した将来予測 

[t/年] 

 
平成 27 年度 平成 32 年度 平成 37 年度 平成 42 年度 

燃え殻 3,136 3,324 3,324 3,324 

ばいじん 418 493 493 493 

汚泥 30 25 25 25 

鉱さい 4,801 5,377 5,377 5,425 

廃石綿等 44 53 59 65 

廃石膏ボード 3,112 3,143 3,112 3,112 

建設混合廃棄物 21 23 23 24 

小計 11,562 12,438 12,413 12,468 

燃え殻（一般） 651 651 651 651 

合計 12,213 13,089 13,064 13,119 
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3  変動要因を考慮した将来予測 

3.1  変動要因の抽出 

今後、高知県において産業廃棄物最終処分量の変動が想定される要因を抽出する

と、表 3-1 に示すとおりである。 

 

表 3-1 変動要因の抽出結果 

項目 抽出理由 

産業振興計画の取組による産業廃棄物の排

出量の増減 

高知県の経済の活性化を図るため、平成 28 年 3

月に「第３期高知県産業振興計画（以下、「産業

振興計画」という。）」が策定されている。産業

振興計画の取組により産業廃棄物の排出量の増

加が懸念される。 

バイオマス利用の推進による燃え殻・ばい

じんの排出量の増減 

高知県では木質バイオマスの利用拡大を積極的

に推進している。木質バイオマス発電や、木質バ

イオマスボイラー等から排出される燃え殻・ばい

じんの増加が懸念される。 

廃石膏ボードの排出量の増減 

人口減少による空き家が増加していく中で、空き

家解体に伴う解体系廃石膏ボードの増加が懸念

される。 

南海トラフ地震対策により、建造物の耐震化工事

による増加が懸念される。 

鉱さいの排出量の増減 
エコサイクルセンターで最も受入量が多いため、

排出量の変動が将来予測に与える影響が大きい。 
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3.2  変動要因の影響の検討 

3.2.1 産業振興計画の取組による産業廃棄物の排出量の増減 

産業振興計画では 5 つの基本方向が掲げられており、その中で重点取り組みが

記載されている。産業振興計画において今後実施していく重点取り組みとそれに

関連する産業廃棄物の増加要因を整理した結果を表 3-2 に示す。 

 

表 3-2 産業振興計画の内容と産業廃棄物の増加要因 

基本方向 重点取り組み 産業廃棄物の増加要因 

高知の強みを生かして付加価値を

最大限向上させ、「地産」をさらに

強化する 

第 1 次産業を強化する - 

ものづくりを強化する 
食品製造業の推進により食

品廃棄物が増加する 

観光商品づくりを強化する - 

「地産」で生み出された様々なモノ

を生かして「外商」をさらに拡大す

る 

官民協働で「外商」を強化する 
食品分野の外商拡大により

食品廃棄物が増加する 

県外・海外からの観光客を増や

す 
- 

「地産外商」の成果を「拡大再生産」

につなげる 

担い手を育成・確保する 
 

地域産業クラスターを形成す

る 

第 1 次産業（食品加工）を核

とした産業クラスターの形

成により、食品廃棄物が増加

する 

起業や新事業展開を促進する - 

産業人材を育成する 

志のある産業人材の育成 - 

年齢・段階に応じた産業基盤人

材づくり 
- 

移住促進により、活力を高める - - 
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環境省が発行している平成 27 年版 環境・循環型社会・生物多様性白書では、

食品廃棄物のリサイクル率は約 80％と高く、特に食品製造業は約 95％と非常に

高いことが挙げられている。その理由としては、食品製造業や加工業から排出さ

れる食品廃棄物は異物の混入が少なく、家畜の飼料や農作物の堆肥として利用し

やすいことが挙げられる。また、どうしてもリサイクルできないものについても

焼却等の中間処理を行い減量化された後に排出され最終処分量は非常に少ない

とされている。 

産業振興計画では、第 1 次産業の振興に関連し、主に食品製造業、食品加工業

からの食品廃棄物の増加が懸念されるが、上述した理由から、食品廃棄物の増加

による最終処分量に与える影響は極めて小さいと想定した。 

 

3.2.2 バイオマス利用の推進による燃え殻・ばいじんの排出量の増加 

高知県では、平成 27 年度からバイオマス発電所 2 施設が稼働しており、燃え

殻・ばいじんの排出量が増加することが懸念される。また、バイオマスボイラー

の導入の推進により、燃焼灰（燃え殻・ばいじん）の排出量が増加することが懸

念される。 

バイオマス発電所から排出される燃え殻・ばいじんは性状が安定していること

から燃え殻はセメント原料、ばいじんは堆肥原料等としてリサイクルが推進され

ている状況にあり、今後も最終処分量が増加する見込みは少ない。エコサイクル

センターではバイオマス由来の燃え殻、ばいじんの受入を行わず、自ら処理を推

進している状況にある。また、高知県では木質バイオマス専燃ボイラー（焼却炉

タイプで、焼却中に外部から汚物が入れられる投入口を有する物を除く。）で燃

焼させて生じた灰について「木質バイオマス燃焼灰の自ら利用の手引き」を平成

26 年 7 月に作成し、リサイクルを推進している状況にある。 

上述した理由から、バイオマス利用の推進による燃え殻・ばいじんの増加が最

終処分量に与える影響は極めて小さいと想定した。 
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3.2.3 廃石膏ボードの排出量の増減 

廃石膏ボードの排出量は、一般社団法人石膏ボード工業会が廃石膏ボードの将

来排出見込値を試算している。また、環境省が全国の都道府県別での廃石膏ボー

ドの排出量を試算している。この 2 つのデータを活用して高知県における廃石膏

ボードの排出量を試算した。その結果は表 3-3（1）～（2）に示すとおりである。 

廃石膏ボードは建築物の新築に伴って排出されるものと建築物の解体に伴っ

て排出されるものに大別されるが、高知県の廃石膏ボードの排出量の将来予測結

果では、新築に伴うものは減少するものの、解体に伴うものは大幅に増加する見

込みとなっている。 

新築系はリサイクルが推進され最終処分量に与える影響は極めて小さいが、解

体系はリサイクルが進んでいないため最終処分量に与える影響は極めて大きい。

解体系の廃石膏ボードの排出量が大幅に増加することから、廃石膏ボードの排出

量の増加が最終処分量に与える影響は極めて大きいと想定した。 

エコサイクルセンターにおける廃石膏ボードの最終処分量の増減量の設定方

法は、エコサイクルセンターの平成 27 年度の受入実績値に高知県における廃石

膏ボードの将来予測結果から得られた増減率を乗ずることで設定した。その結果、

平成 27 年度に対して平成 32 年度では 996t、平成 37 年度では 2,085t、平成 42

年度では 3,174t 増加する見込みとなっている。 

 

表 3-3（1）廃石膏ボードの将来見込 

[t/年] 

 
平成 27 年度 平成 32 年度 平成 37 年度 平成 42 年度 

全国排出量 

新築系 163,000 161,000 159,000 159,000 

解体系 1,108,000 1,467,000 1,855,000 2,248,000 

合計 1,271,000 1,628,000 2,014,000 2,407,000 

高知県排出量 

新築系 652 644 636 636 

解体系 4,432 5,868 7,420 8,992 

合計 5,084 6,512 8,056 9,628 

高知県 

最終処分量 

新築系 26 26 25 25 

解体系 3,102 4,108 5,194 6,294 

合計 3,128 4,134 5,219 6,319 

増減率 100 1.32 1.67 2.02 

エコサイクル 

センター 

実績値 3,112 - - - 

見込値 - 4,108 5,197 6,286 

変動要因による増加量 0 996 2,085 3,174 
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【出典：平成 24 年度廃石膏ボードの再資源化促進方策検討業務報告書（環境省）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 22 年度の廃石膏ボードの排出量を示す。 
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【出典：石膏ボードハンドブック（石膏ボード工業会）】 

≪将来予測結果≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪最終処分率≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終処分率最終処分率最終処分率最終処分率    

70707070％％％％    

最終処分率最終処分率最終処分率最終処分率    

4444％％％％    
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3.2.4 鉱さい 

エコサイクルセンターにおける鉱さいの受入実績は表 3-4 に示すとおりであ

る。エコサイクルセンターの特異的な要因を除いた場合の受入実績を見るとほぼ

横ばいで推移していることから、今後も鉱さいが大幅に増加することはないと想

定した。 

なお、鉱さいの最終処分量の動向については鉱さいの排出事業者にヒアリング

を行い詳細を確認する予定である。 

 

表 3-4 鉱さいの受入実績 

[t/年] 

 
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

鉱さいの受入実績 6,453 10,485 4,643 4,766 4,801 

特異的な要因 4,968 6,261 - - - 

特異的な要因の除外 1,485 4,224 4,643 4,766 4,801 

 

3.3  変動要因を考慮した将来予測 

変動要因を考慮した将来予測値は、利用者の見込量を考慮した将来予測値に変動

要因の増減量を加えることで算出する。 

変動要因を考慮した将来予測結果は表 3-5 に示すとおりである。 

 

表 3-5 変動要因を考慮した将来予測値 

[t/年] 

 
平成 27 年度 平成 32 年度 平成 37 年度 平成 42 年度 

燃え殻 3,136 3,324 3,324 3,324 

ばいじん 418 493 493 493 

汚泥 30 25 25 25 

鉱さい 4,801 5,377 5,377 5,425 

廃石綿等 44 53 59 65 

廃石膏ボード 3,112 4,139 5,197 6,286 

建設混合廃棄物 21 23 23 24 

小計 11,562 13,434 14,498 15,642 

燃え殻（一般） 651 651 651 651 

合計 12,213 14,085 15,149 16,293 
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4  エコサイクルセンターの見通し 

利用者の見込量を考慮した将来予測及び変動要因を考慮した将来予測の結果を踏ま

え、次の４つのケースでエコサイクルセンターの見通しを確認した。 

ケース１ 

平成 23 年度～平成 27 年度におけるエコサイクルセンターの受入実績の平均値で

ある年間 10,700 ㎥/年で埋立てが進行すると仮定した場合。（第１回委員会で提示

した見通し。） 

ケース２ 

平成 23 年度及び平成 24 年度における鉱さいや平成 24 年度及び平成 25 年度にお

ける燃え殻（一般）の特異的な要因を除外し、平成 26 年度と平成 27 年度の平均値

である年間 8,700 ㎥/年で埋立てが進行すると仮定した場合。 

ケース３ 

利用者の見込量を考慮した将来予測値。 

ケース４ 

変動要因を考慮した将来予測値。 

 

なお、ケース３とケース４は重量（ｔ）での予測結果であるため、平成 27 年度のエ

コサイクルセンターの実績値である 1.39t/㎥で容量（m3）に変換した。 

エコサイクルセンターの見通しは表 4-1 及び図 4-1 に示すとおりであり、ケース１

では平成 34 年 3 月、ケース２では平成 35 年 6 月、ケース３では平成 35 年 1 月、ケー

ス４では平成 34 年 9 月で残余容量がゼロになる見込みである。 
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図 4-1 エコサイクルセンターの見通し 
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実績値 ケース１：H23～H27の平均値 ケース２：H26、H27の平均値
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実績値 ケース３：利用者の見込量を考慮 ケース４：変動要因を考慮
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許可容量：111,550㎥

埋立実績：48,270㎥


